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～自分で考え 友達と一緒に活動し 振り返りのできる子～ 

Ｇo！Ｇo！５月 

 
 「校長先生、わたし、もう１０冊読みました。」と１年生。入学式で、「たくさん本を読みましょう。

１００冊めざしてください。」と話したことをしっかり覚えていてくれたのでしょう。別の日、昨年度、

年間で 28,000 ページを達成した読書家の 6 年生Ｍさんから「この本、おもしろいです。電子書籍でも

読んだけど、おもしろいからもう一度読みました。読んでみてください。」と一冊の本を手渡されまし

た。そして、「今年は、40000ページをめざします！」と力強く笑顔で目標を語ってくれました。 

「HAKETA DREAMS」製作 季節感あふれる学校図書館装飾  

 

 

先日、令和 4年度の本校の学校図書館活用状況に

ついて、区の学校図書館支援室より報告がありまし

た。1 人当たりの貸出冊数は、昨年度より 14.5 冊

増えて 96.9 冊に到達し、区平均を大きく上回りま

した。国語や社会など授業や学習で図書を活用する

時間も昨年度より増え、学校図書館の利活用が向上

しているという嬉しい結果が出ました。 

さて、２５日（火）、快晴のもと、３０周年記念の航空写

真を撮影しました。周年準備委員会より、同窓会長北城様、

子の神町会長三浦様、大西町会副会長渡邉様にもお越しい

ただきました。校章の人文字、全校集合写真、クラス写真

を撮影しました。青空の中、飛んでいくセスナ機に手を振

り、笑顔で見送りました。この日の記憶は一生心に残るこ

とでしょう。いよいよ、３０周年記念事業がスタート！第

２弾は、３０周年記念道徳授業地区公開講座と続きます。 

Мさんが貸してくれた本は高学年向きの 200 ページほどある

児童書で「多様性」「多文化共生」をテーマに、小学６年生の日

常エピソードがたくさん描かれています。意味がわからない言

葉もたくさん出てくるはずですが、自分なりにイメージしたり、

想像したりして楽しく軽快に読み進めたМさんなのでしょう。 

１冊の本から、どれほど多くの言葉を獲得することか！そして、

子どもたちはそうして獲得した言葉を書いたり、話し合ったり

しながら、「言葉の力」をつけていくのでしょう。 

別紙でご案内しています。ぜひ、多くの方にご参加いただきたいと思います。 

５年生は緑あふれる大自然の清里移動教室へ、６年生は、オーケストラ鑑賞教室と「こころの劇場」で

の観劇・・・。心を豊かに、成長へと導く行事が目白押しの５月です。 

「学級の目標」について自分の考えを円形ボードに書き、話し合う６年生 


